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1P．・第28国芸能青菜票！二二
・2P／第2咽藁能毒欒察／地元の歴史
■きp，あれや！これや／私のためしみ

きP．1中コミセンコニナー／地域のわだい

ね・此残る鱒い出／お庭拝見：・享

4P．部会だより　　　　　　．．‥＿‥．．

熱気JJあふれる第28回等能音楽祭

平成30年度の芸能音楽祭は、昨年度よりも1ケ月早い12月15日に、市文化会館小ホール

で開催されました。開会式では就任したばかりの大谷明市長の笑顔と力強いご挨拶をいた

だき、各自治会やコミセン利用団体27組と特別出演1組の出場者は、例年以上に熱くステ
ージを盛り上げました。

器
用
さ
が
要
求
さ
れ
る銭

太
鼓

大
平
睦
会
「
友
愛
会
」

小
松
澤
　
勝
雄

刀
ズ
ン
・
ズ
ン
・
ズ
ン
ド
コ
刀

今
夜
も
歯
切
れ
の
良
い
、
軽
快

な
曲
が
流
れ
て
い
る
。
時
々
、
バ
チ

が
床
に
落
ち
る
雑
音
が
入
る
。
2
0

名
の
会
員
は
、
月
2
回
、
和
気
あ
い

あ
い
楽
し
く
練
習
し
て
い
る
。

今
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
多
く
な

り
、
公
共
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
へ
の
慰
問
で
忙
し
い
。
歯
切

れ
の
良
い
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
曲

が
喜
ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
技
術
を
磨
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
各
種
の
発
表
会
で
披
露
し

たい。
ワ
ウ
ワ
ウ
・
ド
キ
ド
手
の初

舞
台

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
フ
リ
ー
ジ
ア
」

安
　
は
る
み

芸
能
音
楽
祭
に
参
加
す
る
こ
と

を
決
め
て
か
ら
、
3
ケ
月
の
稽
古

日
は
、
1
時
間
前
に
集
ま
っ
て
自

主
練
習
を
す
る
程
の
熱
の
入
れ
様

で
し
た
。

客
席
か
ら
の
拍
手
や
声
援
に
も

支
え
ら
れ
、
途
中
で
止
ま
る
こ
と

な
く
踊
り
切
れ
た
事
は
、
練
習
の

た
ま
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

踊
り
終
え
た
後
の
晴
れ
や
か
な

顔
は
、
滅
多
に
で
き
な
い
経
験
を

し
た
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま

した。
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そして未来へ（三反田自治会）

雪が降る・悲しき天使（スイーツウクレレ）

クリスマスソング（島松自治会）
オーボエ演奏（栗田責祥氏）

了∴∴
チャチャチャ（スタースタージャンプダンススポーツスポーツ少年団）

棄しかったさ紆

第28自尊鹿音楽祭

憧れのハワイ航路（西中根自治会）

鼓舞太鼓（長堀フォークダンスクラブ）

十㌦∴∴∵予
一　　　　一ト＿一一一r概－≠一一一　一一一一　一

花笠音頭（金上自治会）

Ⅳ一心民l　武石祐左廿円の墓

㈹倉　遭明寺共闘暮嶋）

勝田市史よリ

現在の祐左衛門の墓石（中央）

武
石
祐
左
衛
門
の
蝦
夷
地
探
検

今
年
は
、
明
治
2
年
（
1
8
6
9
年
）
松
浦
武
田
郎
が
「
蝦
夷
地
」

を
「
北
海
道
」
と
命
名
し
て
か
ら
1
5
0
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
よ
リ

7
6
年
前
、
水
戸
藩
主
徳
川
治
保
の
命
を
受
け
た
勝
倉
村
の
武
石
祐
左
衛

門
と
天
下
野
村
（
現
常
陸
太
田
市
天
下
野
）
の
木
村
謙
次
が
蝦
夷
地
探

検
に
赴
き
ま
し
た
。

祐
左
衛
門
は
宝
暦
2
年
（
1
7
5
2
年
）
勝
倉
村
の
農
家
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
学
問
を
好
み
、
水
戸
藩
の
立
原
翠
軒
や
藤
田

東
湖
の
父
幽
谷
、
そ
の
他
多
く
の
学
者
・
医
者
と
交
友
し
、
そ
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
家
に
あ
っ
て
は
い
わ
ゆ
る
晴
耕
雨
読
の
生
活
。
特
に

天
文
学
に
興
味
を
持
ち
、
自
宅
倉
庫
の
屋
根
裏
に
天
象
観
測
部
屋
を
設

け
、
手
製
の
観
測
器
で
熱
心
に
天
体
を
観
測
し
て
い
ま
し
た
。

寛
政
5
年
（
1
7
9
3
年
）
1
月
1
8
日
に
祐
左
循
門
と
謙
次
は
水
戸

を
出
発
し
、
3
月
4
日
松
前
に
上
陸
。
蝦
夷
地
の
産
業
や
ロ
シ
ア
に
つ

い
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
3
月
2
9
日

帰
郷
。
全
日
程
佗
日
間
に
わ
た
る
蝦
夷
地
状
況
視
察
と
い
う
大
役
を
果

た
し
ま
し
た
。
時
に
祐
左
衛
門
は
4
1
歳
で
し
た
。
4
月
1
日
、
朋
友
の

幽
谷
な
ど
、
水
戸
藩
の
有
名
な
学
者
達
が
祐
左
衛
門
と
謙
次
の
無
事
帰

国
を
祝
い
、
翌
2
日
に
は
翠
軒
や
城
代
家
老
中
山
備
後
の
守
の
御
前
で

蝦
夷
地
状
況
視
察
の
詳
細
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
5
年
後
、
寛
政
1
0
年
（
1
7
9
8
年
）
幕
府
の
近
藤
重
蔵
ら
に
2

人
が
随
行
し
て
、
択
捉
島
に
渡
り
北
方
探
検
し
た
」
と
、
水
戸
藩
史
料

な
ど
に
記
録
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
史
実
で
は
祐
左
衛
門

の
参
加
は
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。

天
文
学
の
天
才
と
い
わ
れ
た
祐
左
衛
門
は
、
そ
の
後
功
績
を
か
わ
れ

大
山
守
兼
庄
屋
の
任
を
受
け
、
文
化
7
年
（
1
8
1
0
年
）
に
は
郷
士

と
な
り
ま
し
た
。
民
政
に
努
め
、
余
暇
を
見
て
文
化
年
中
に
彗
星
を
発

見
す
る
な
ど
学
問
に
励
み
ま
し
た
。
文
政
7
年
（
1
8
2
4
年
）
2
月

2
0
日
、
佗
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

祐
左
衛
門
の
墓
は
勝
倉
の
道
明
寺
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
天
保
6
年

（
1
8
3
5
年
）
に
祐
左
衛
門
の
功
績
を
た
た
え
た
東
湖
の
文
章
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
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・私のたのしみ・

‘十．L」多趣味に生きる

三反田自治会長
菊池　均さん（69）

伺ったのは、菊池さんが「遊び場」という作業

場。明るい陽射しのなか、たくさんの木彫りの小

鳥たちと道具に囲まれていました。「楽しみは？」

と尋ねると、30年以上続けているバドミントンに

ついて話してくれました。菊池さんはメンバー20

人程の主宰チームを持ち、三反日小体育館で毎週

土曜日に夜7～98割こ活動しています。男子中学生

と対戦する程の腕前で、小学2年生の孫と将来対

戦するのを楽しみにしています。

バドミントンが動の趣味なら、静の趣味はバー

ドカービングと退職後に始めて4年目。公民館の教

室で先生に習い、一年目は50羽も彫ったとか。ま

な板用の銀杏材板を持っていたのでそれを使い、

流れ作業の様にできたそうです。今はより材質の

柔らかいジェルトンという南洋材を使い、年に30

羽を彫り上げています。道具はノミ・彫刻刀・グラ

インダー。最近はグラインダー使用が多いそうで、

先端に取り付ける形状と用途の異なるど、ソトが数

十種類ありました。カウセミ・スズメ・ジョウピタ

幸など身近な野鳥を参考書と設計園を見ながら

制作し、夢中になると夜11時頃まで続きます。

「趣味は無心になれるのかいい」「動の趣味と

静の趣味を持つといい」と語る菊池さんは、もの

づくりが好きで釣りのために釣り竿や釣り舟まで

作ったとか。他にもカラオケ・グランドコルフ・盆

栽などと多趣味な方です。自治会の活動に尽力し

ながら、さらに多方面に関心を向ける生き方はぜ

ひ見習いたいものです。

六好きな素石川の環塙を守り隊
東石川小学校

今年度、本校では「生活科・総合的な学習の
時間」に東石川地区を学習材として、各学年で探

求学習を行っています。

その中で5年生は、【環境問題】をテーマに東

石川地区のコミやカラスの問題を調べてきまし

た。当初はあまり意識されていない問題でも、よ

く調べてみるとその対応の難しさを子どもたち

は感じ取り、中心街にありながら公園や自然の
残る大好きな東石川地区を、もっと豊かにしたい

と思うようになったようです。

この学習では、市環境保全課や商店街の皆さ

んが、「住みよい街にするにはどうしたらいい

か」を話し合っていることも知ることができまし

た。また●サケのふるさと・中丸川”の取り組みで

は、卵の嫡化も行っています。

地域のわだい
肥ガ響き合う陣太鼓

勝田駅前南自治会小池明弘

東石川小学校に通う5・6年生の中から、毎
年、希望者を募って『東石川陣太鼓』チームが結
成されます。今年のチームは22名。5月の連休明

けから7月初旬までの約2ヶ月間、学校のある日

は毎日30分の早朝練習を経て、曲が叩けるよう

になります。

東石川小学校での行事のほか、おもてまち七

夕祭り・ひたちなか祭り・地域の夏祭りなどで発

表し、昨年12月15日の－中地区芸能音楽祭でも

演奏しました。

毎朝30分早く登校するのは、児童本人にとっ

ても家族にとっても大変です。それでも練習に参

力0して演奏技術を習得すると、いろいろな場所

で発表でき、多くの衛の人達とふれ合えて、演奏

後はとても嬉しい気持ちになります。

自治会と運動会
笹野自治会会員

自治会の最大イベントは一中地区の大運動会

です。過去には一桁の成績だった我が自治会

は、ここ数年棄権する種目もあり残念でした。し

かしH30年度の秋季大運動会は、小学生・中高

生をはじめ子供会の若いお母さん・お父さん達
の頑張りがあり、最後の競技まで応援できたこ

とに感謝しています。

H31年度の運動会もあと半年後には行われ

ます。役員の方、特に組長さん、子供会のお母さ

ん達は人員の確保に大変かと思われますがよろ
しく日　‘一参加することに意義があり”

他のスポーツ行事の「コルフ」は、－中地区の大

会では人員不足で団体戦を棄権することがありま

す。コルフをする方はぜひ…さらに「ゲートボール」

も人員不足です。運動量は少なく楽しい団体競技

です。興味がある方はぜひ自治会へご連絡を…。

ヽ…間

地
域
行
事
に

楽
し
く
参
加
し
よ
う

金
上
自
治
会関

口
　
勝
夫

厳
寒
の
候
、
皆
様
お
元
気

で
お
暮
ら
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
寒
さ
も
さ
な
が
ら
乾

燥
し
た
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
最
近
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
大
流
行
し
て
い
る
と
、

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
善
の
予
防
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
中
地
区
地
域
の
ふ
れ
あ

い
を
広
め
る
会
で
、
体
育
部

会
を
や
っ
た
リ
コ
ミ
セ
ン
祭

り
の
焼
き
鳥
を
焼
い
た
り
、

大
変
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
ふ
れ
あ
い
の
会

が
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
平
和
で
あ
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
先
日
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
研
修
で
予
科

練
記
念
館
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
優
秀
な
若
者
が
戦
争
で

多
く
散
っ
て
い
っ
た
歴
史
を

見
る
と
、
平
和
こ
そ
大
切
で

あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
し

た。
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
個

人
情
報
の
厳
守
等
で
近
隣
と

の
触
れ
合
い
を
敬
遠
し
が
ち

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
会
を
通
し
て
皆

で
行
事
へ
参
加
し
、
楽
し
く

対
話
で
き
る
よ
う
、
少
し
で

も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
バ
ナ
ナ
の
話

中
根
自
治
会

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
中
根
　
和
三
郎

バ
ナ
ナ
の
燻
蒸
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
た
事
が
あ
る
の

で
、
今
日
は
バ
ナ
ナ
の
お
話

を
し
ま
す
。
バ
ナ
ナ
は
世
界

中
で
人
気
の
あ
る
果
物
で

す
。
日
本
や
欧
米
で
は
生
の

ま
ま
食
べ
ま
す
が
、
熱
帯
地

域
で
は
む
し
ろ
煮
た
り
、
煩

い
た
り
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

バ
ナ
ナ
は
樹
木
で
は
な

く
、
3
～
5
m
の
高
さ
に
な
る

多
年
生
の
華
で
す
。
そ
の
品

種
は
世
界
中
に
数
多
く
分
布

し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
キ
ヤ

ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
人
気
が

高
く
、
適
度
な
甘
さ
と
食
感

を
も
っ
て
い
ま
す
。

バ
ナ
ナ
の
生
産
国
は
イ
ン

ド
・
ブ
一
フ
ジ
ル
・
エ
ク
ア
ド

ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
イ
リ

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・
・

ピ
ン
な
ど
で
す
。
我
が
国
の

輸
入
先
と
し
て
は
フ
イ
リ
ピ
“

ン
が
約
7
0
％
、
エ
ク
ア
ド
ル
一

が
約
2
0
％
で
す
。

防
疫
上
の
理
由
か
ら
バ
ナ

ナ
は
一
般
的
に
緑
熟
栗
で
輸
一

人
さ
れ
ま
す
。
輸
入
さ
れ
た
　
ル

緑
色
の
バ
ナ
ナ
は
港
の
倉
庫
　
■
“

に
一
時
保
管
さ
れ
、
市
場
の
需

要
動
向
を
見
な
か
ら
エ
チ
レ

ン
ガ
ス
を
使
っ
て
熟
成
処
理

さ
れ
て
、
黄
色
に
色
づ
く
と
　
血

出
荷
さ
れ
ま
す
。
房
を
ハ
ン
一

ド
二
本
一
本
を
フ
ィ
ン
ガ
ー
“

と
呼
び
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
手
…

の
ひ
ら
と
指
と
同
じ
呼
び
名
一

です。食
べ
る
時
は
よ
く
水
洗
い
　
服

し
て
、
果
皮
の
表
面
に
つ
い
て

い
る
汚
れ
を
と
っ
て
か
ら
、
両

端
を
約
1
m
切
り
落
と
し
て

皮
を
む
く
と
よ
い
で
す
。

今
年
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
、
三
反
田
小
学
校

の
児
童
・
生
徒
と
関
係
者

1
0
7
人
が
作
っ
た
ま
ゆ
玉

飾
り
が
置
か
れ
ま
し
た
。

ま
ゆ
玉
飾
り
は
地
域
に
伝

わ
る
小
正
月
の
風
習
で
、
丸

め
た
餅
を
柳
・
梅
・
桑
・
榎

（
え
の
き
）
　
な
ど
の
枝
に
つ

け
て
作
物
の
豊
か
な
　
「
稔

り
」
　
を
表
現
し
た
も
の
で
、

そ
れ
を
神
棚
や
そ
の
近
く
に

飾
り
、
作
物
の
豊
作
を
祈
願

し
た
行
事
で
す
。

雛
飾
り
と
合
わ
せ
て
、
早
春

の
潤
い
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
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◆バ　ー　▼‾「

子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
と
献
襟
講

西
中
根
自
治
会
　
安
　
勝
彦
　
（
野

満
州
事
変
が
起
き
た
昭
和
6
年
に
、
中
野
村
の
農
家
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
支
那
事
変
が
起
こ
る
昭
和
1
2
年
に
中
根
小
に
入

学
。
小
学
3
年
の
時
に
母
が
病
気
で
亡
く
な
り
、
祖
母
に
育
て
ら
れ

ま
し
た
。

戦
時
色
が
強
く
な
る
中
で
も
、
小
学
校
に
は
楽
し
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
小
学
校
の
井
戸
は
、
つ
る
べ
で
は
危
険
だ
か
ら
と
当
時
に
は

珍
し
く
ポ
ン
プ
式
で
し
た
。
外
で
遊
ん
だ
後
、
井
戸
で
足
を
洗
っ
て
か

ら
校
舎
に
入
る
の
で
、
廊
下
が
足
跡
だ
ら
け
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
当
時
は
靴
が
な
く
下
駄
で
通
い
ま
し
た
か
ら
、
雨
が
降
る

と
泥
で
重
く
な
り
大
変
で
し
た
。
小
4
で
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

勉
強
の
合
間
に
学
校
で
炭
を
焼
き
ま
し
た
。
中
高
学
年
の
子
ら
が
近

く
の
雑
木
林
に
木
を
切
り
に
行
き
、
学
校
ま
で
運
び
ま
し
た
。
体
を

鍛
え
て
軍
隊
に
入
る
の
が
、
当
時
の
子
供
た
ち
の
夢
で
し
た
。

小
6
の
時
、
軍
事
工
場
に
勤
め
て
い
た
1
8
歳
の
兄
が
陸
軍
に
志
願

し
ま
し
た
が
、
小
さ
い
時
鉄
棒
か
ら
落
ち
て
脊
椎
が
曲
が
っ
て
い
た

の
で
不
合
格
。
兄
は
諦
め
き
れ
ず
、
南
方
隊
の
食
事
の
世
話
を
す
る
軍

属
を
志
願
し
て
戦
争
に
行
き
ま
し
た
。
兵
隊
に
行
く
人
は
部
落
み
ん

な
で
見
送
り
ま
し
た
が
、
兄
は
家
族
だ
け
の
寂
し
い
見
送
り
で
し
た
。

昭
和
1
9
年
4
月
に
、
次
の
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
島
に
上
陸
す
る
予
定
の
船

に
魚
雷
が
当
た
り
沈
没
し
た
と
、
戦
死
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
「
ど

こ
の
家
で
も
戦
地
に
行
っ
て
い
る
家
族
が
い
る
か
ら
仕
方
な
い
、
自
分

が
父
の
農
業
の
手
伝
い
を
し
な
け
れ
ば
」
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
戸
農
学
校
を
出
て
農
業
一
筋
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
私

の
家
は
、
「
献
餞
講
」
に
入
っ
て
明
治
神
宮
と
靖
国
神
社
に
お
供
え

物
を
奉
納
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
阿
字
ケ
浦
の
黒
沢
忠
次
さ

ん
が
、
「
戦
争
に
行
か
な
く
て
も
国
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
は
な
い

か
」
と
、
明
治
神
宮
と
靖
回
神
社
に
願
い
出
て
始
め
た
団
体
で
、
戦

時
中
は
中
根
で
も
多
く
の
農
家
が
入
っ
て
米
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
献
餞
講
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、
年
5
キ
ロ
の
米
を
奉
納
し

て
い
ま
す
。
靖
国
神
社
は
国
の
た
め
に
活
躍
し
た
人
々
　
（
吉
田
松

陰
、
坂
本
龍
馬
な
ど
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
な
の
に
、
戦
犯
が
祀

ら
れ
た
神
社
と
思
わ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
す
。

環
境
部
会

2
月
2
日
、
約
2
0
人
が
参
加

し
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
で
勉
強
会
と

親
睦
会
を
実
施
。
今
ま
で
2
月
に

地
域
巡
視
を
行
っ
て
い
た
が
、
室

内
で
の
行
事
に
切
り
替
え
た
。

ビ
デ
オ
で
常
陸
国
風
土
記

と
、
市
の
指
定
文
化
財
（
古
代
）

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
輪
投
げ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
昼
食
時

に
、
近
況
報
告
や
年
長
者
か
ら

戦
中
～
終
戦
時
の
体
額
等
を
聞

き
、
相
互
の
交
流
を
深
め
た
。

文
化
部
会

2
月
叩
日
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
で

「
心
の
い
や
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
た
。
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

S
1
－
0
m
」
に
よ
る
金
管
・
打

楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
た
。

狭
い
会
場
に
演
奏
者
は
1
1
人
。

金
管
楽
器
特
有
の
迫
力
あ
る
演

奏
が
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。

演
奏
の
合
間
に
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
楽
器
の
説
明
な
ど
も
あ

り
、
8
0
人
の
参
加
者
は
十
分
満

喫
で
き
た
。

体
育
部
会

2
月
叩
日
、
1
1
チ
ー
ム
が
参

加
し
松
戸
体
育
館
で
、
第
8
回

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

今
年
は

初
参
加
者

が
多
く
、
レ

ク
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
大

会
が
盛
り

上
が
っ
た
。

■
膚
F
‘
！
心
」
几
r

成
績
は
次
の
通
り
。

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
】

優
勝
　
金
上
×
　
（
金
上
）

二
位
　
金
上
A
（
金
上
）

三
位
　
コ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

（西中根）

【
フ
レ
ン
ド
リ
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
】

優
勝
　
勝
倉
　
（
勝
倉
）

二
位
　
富
士
山
（
富
士
山
）

青
少
年
部
会

今
年
度
で
1
2
回
目
と
な
る
親

子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
を
2
月
2
日

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場
で
実
施

し
た
。
毎
年
好
評
で
今
年
は
8
4
人

の
参
加
が
あ
り
、
バ
ス
2
台
に
分
乗

し
出
発
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ス

幸
－
学
校
で

講
習
を
受

け
リ
フ
ト
に

乗
り
、
折
か

ら
の
吹
雪
を

吹
き
飛
ば

す
よ
う
な

歓
声
を
上

げ
、
思
い
っ
き

り
親
子
で
楽

し
ん
だ
。

福
祉
部
会

2
月
1
6
日
、
1
中
コ
ミ
セ
ン
集
会

室
に
お
い
て
4
6
人
の
参
加
で
地
域

福
祉
講
習
会
を
開
催
し
た
。

〝
南
部
お
と
し
よ
リ
セ
ン
タ
ー
″

職
員
に
よ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
の
講
義
と
寸
劇

の
後
、
「
認
知
症
家
族
を
介
護
し

て
」
と
題
し
、
講
話
が
あ
っ
た
。
貴

重
な
体
験
談
を
聞
き
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

礪
集
後
記
…

例
年
1
・
2
月
に
行
わ
れ

て
い
た
芸
能
音
楽
祭
が
、
今

年
度
は
1
2
月
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
も
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
特

集
を
1
・
2
面
に
掲
載
し
ま

した。本
号
が
今
年
度
の
最
終
号

で
す
。
来
年
度
か
ら
は
紙
面

を
一
部
見
直
し
、
新
た
な
内

容
を
加
え
る
予
定
で
す
。

様
々
な
話
題
が
掲
載
で
き

る
よ
う
、
情
報
の
ご
提
供
、

取
材
の
ご
協
力
等
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
も
、
よ
り
良
い
紙
面
作

り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。


